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１
　
号
　
線

２

級

幹

線

荒

屋

線

FU50
0

施工範囲 L=71
.3m（

開渠部）

自由勾配側溝工 B100
0×H800～

1000

L=67.
2m i=

0.491
%

集水桝工

1000×
1500×

H1000

N=1

間詰め工

L=67.
2m

車道舗装復旧

L=71.
3m

自由勾配側溝工

B500×
H800

L=2.0
m

(B100
0×H800)

 31.2
m

(B100
0×H900)

 26.0
m

(B100
0×H1000

) 10.
0m

間詰め工

L=2.0
m

U型フリューム工

B1000
×H600

L=1.0
m

NO.3
+10.0

0

NO.3

NO.2+
10.00

N
O.2

NO
.1+10

.00

NO
.1

NO.
0+10.

00

NO
.0

A-1

塩ビ管φ90

塩ビ管φ120

塩ビ管φ60

16.92

EL=16
.91

16.91

16.88

16.87

16.91

17.01

16.96

17.03

16.95

17.04
17.03

17.02

17.03

16.85
16.90

16.62

17.13

17.04

17.02

16.92

16.94

16.94

16.95

16.94

16.98

16.98

16.98

16.96

17.02

15.75
W

17.18

16.7316.88

16.98

17.11

17.13

16.91

16.89

16.89

16.91

16.90

16.88

16.87

15.75
W

16.15
W

EL=16
.66

16.03
W

EL=16
.66

15.82
W

15.82
W

15.85
W

15.93
W

15.99
W

16.06
W

16.43
W

16.97
W

16.51
W

16.55
W

16.08
W

16.34
W

16.74
W

16.81
W

16.85
W

16.10
W

16.88

16.10
W

16.88

17.11

17.27

下

As

Co

Co

Co

下

下

下下

工 事 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

令和 ８ 年度

能　　美　　市

平面図・断面図

能美市 荒屋町 地内

市道荒屋線

市道荒屋線側溝改良工事

１ ／ ４ 枚の内

路 線 名

平　面　図・断 面 図

計 画 平 面 図

(既設)上水道管

(既設)下水道管

(既設)流域下水道管

800

1900200民地

(新設)自由勾配側溝
B500×H800

4000700 500200

250
荒屋線
5400

下層路盤工(再生砕石 RC-40)

表　層　工(密粒度アスコン20F)

車道舗装復旧

t= 5cm

t=20cm

上層路盤工(粒調砕石 M-30) t=10cm

埋戻し

(既設)下水道管

VUφ200 [DP=2.2～2.9m]

(既設)上水道管

VPφ100 [DP=不明]

(既設)流域下水道管

[DP=不明]

※既設埋設管は台帳より想定

(取壊)開渠

B1900×H1100

B1 埋 戻 し

種　　別

W1 表　　層

W2 上層路盤

W3 下層路盤

0.92

0.80

0.80

0.80

m2

m3

凡　　　例

単位数量(m当り)

 E 床　　堀 0.19

Ａ－Ａ 断 面 図

550

1900200民地

(新設)自由勾配側溝
B1000×H800

4000700 500200

250
荒屋線
5400

下層路盤工(再生砕石 RC-40)

表　層　工(密粒度アスコン20F)

車道舗装復旧

t= 5cm

t=20cm

上層路盤工(粒調砕石 M-30) t=10cm

埋戻し

(既設)下水道管

VUφ200 [DP=2.2～2.9m]

(既設)上水道管

VPφ100 [DP=不明]

(既設)流域下水道管

[DP=不明]

※既設埋設管は台帳より想定

(取壊)開渠

B1900×H1100

B1 埋 戻 し

種　　別

W1 表　　層

W2 上層路盤

W3 下層路盤

0.52

0.55

0.55

0.55

m2

m3

凡　　　例

単位数量(m当り)

 E 床　　堀 0.25

（自由勾配側溝 B500×H800）

Ｂ－Ｂ 断 面 図
（自由勾配側溝 B1000×H800）

間詰め工
コンクリート
(18-8-25 BB W/C≦65%)

コンクリート t=15cm
(18-8-25 BB W/C≦65%)

間詰め工

1900200民地

(新設)自由勾配側溝
B1000×H900

4000700 500200

250
荒屋線
5400

下層路盤工(再生砕石 RC-40)

表　層　工(密粒度アスコン20F)

車道舗装復旧

t= 5cm

t=20cm

上層路盤工(粒調砕石 M-30) t=10cm

埋戻し

(既設)下水道管

VUφ200 [DP=2.2～2.9m]

(既設)上水道管

VPφ100 [DP=不明]

(既設)流域下水道管

[DP=不明]

※既設埋設管は台帳より想定

(取壊)開渠

B1900×H1100

B1 埋 戻 し

種　　別

W1 表　　層

W2 上層路盤

W3 下層路盤

0.57

m2

m3

凡　　　例

単位数量(m当り)

 E 床　　堀 0.43

Ｃ－Ｃ 断 面 図
（自由勾配側溝 B1000×H900）

間詰め工
コンクリート
(18-8-25 BB W/C≦65%)

1900200民地

(新設)自由勾配側溝
B1000×H1000

4000700 500200

250
荒屋線
5400

下層路盤工(再生砕石 RC-40)

表　層　工(密粒度アスコン20F)

車道舗装復旧

t= 5cm

t=20cm

上層路盤工(粒調砕石 M-30) t=10cm

埋戻し

(既設)下水道管

VUφ200 [DP=2.2～2.9m]

(既設)上水道管

VPφ100 [DP=不明]

(既設)流域下水道管

[DP=不明]

※既設埋設管は台帳より想定

(取壊)開渠

B1900×H1100

B1 埋 戻 し

種　　別

W1 表　　層

W2 上層路盤

W3 下層路盤

0.63

m2

m3

凡　　　例

単位数量(m当り)

 E 床　　堀 0.62

Ｄ－Ｄ 断 面 図
（自由勾配側溝 B1000×H1000）

間詰め工
コンクリート
(18-8-25 BB W/C≦65%)

砕石　V=0.45m3/m
間詰め工

V=0.088m3/m V=0.138m3/m V=0.138m3/m V=0.138m3/m

外側線 外側線 外側線 外側線

W1,W2,W3 W1,W2,W3
550

W1,W2,W3
550

W1,W2,W3

0.55

0.55

0.55

0.55

0.55

0.55

・施工に際しては現地にて用地境界を確認すること。

・側溝等の小構造物は、現地状況（道路沿道宅地、整備済水路・側溝等）に合わせて施工すること。

・道路には水道、下水道、流域下水道が埋設されているため、施工に際しては埋設状況を確認すること。

・沿道宅地からの既設排水管は自由勾配側溝に接続させること。

・起点部のベンチフリュームの接続・処理方法について、発注者及び地元町会と調整すること。

・集水桝の位置、高さ及び開口位置については現地状況に合わせて調整すること。

・宅地乗入部の既設床版取壊しについては、発注者及び所有者と協議の上、工事を行うこと。

・開渠の取壊しに際しては、沿道宅地への工事影響に十分注意すること。

　なお、接続に際して自由勾配側溝に開口を設ける場合は、ハンチより下側に設けること。

注記

　なお、本図記載の各埋設物の位置については、管理台帳をもとに想定したものであるため、施工前に必ず確認すること。

550

1900

4000700 500200

250
荒屋線
5400

下層路盤工(再生砕石 RC-40)

表　層　工(密粒度アスコン20F)

車道舗装復旧

t= 5cm

t=20cm

上層路盤工(粒調砕石 M-30) t=10cm

埋戻し

(既設)下水道管
VUφ200 [DP=2.2～2.9m]

(既設)上水道管

VPφ100 [DP=不明]

(既設)流域下水道管

[DP=不明]

※既設埋設管は台帳より想定

(取壊)開渠
B1900×H1100

B1 埋 戻 し

種　　別

W1 表　　層

W2 上層路盤

W3 下層路盤

0.55

0.55

0.55

0.55

m2

m3

凡　　　例

単位数量(m当り)

 E 床　　堀 0.28

集 水 桝 部 断 面 図
（集水桝 1000×1500×H1000）

外側線

W1,W2,W3

Ｕ型フリューム
Ｂ1000×Ｈ600

(新設)集水桝
1000×1500×H1000
コンクリート
(18-8-25 BB W/C≦60%)



取 壊 平 面 図

工 事 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

令和 ８ 年度

能　　美　　市

取壊平面図

能美市 荒屋町 地内

市道荒屋線

市道荒屋線側溝改良工事

２ ／ ４ 枚の内

路 線 名
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２

級

幹

線

荒

屋

線

FU50
0

コンクリート取壊し②

(床版A) N
=1

コンクリート取壊し③

(床版B) N
=1

コンクリート取壊し

①(水路)

L=71.
3m

防護柵撤去-1

N=2

地覆取壊し

N=1

防護柵撤去-2

N=1

NO
.3+10

.00

NO.
3

NO.
2+10.

00

NO.2

NO.1
+10.00

NO.1

N
O.0+1

0.00

NO.0

A-1

塩ビ管φ90

塩ビ管φ120

塩ビ管φ60

16.92

EL=16
.91

16.91

16.88

16.87

16.91

17.01

16.96

17.03

16.95

17.04
17.03

17.02

17.03

16.85
16.90

16.62

17.13

17.04

17.02

16.92

16.94

16.94

16.95

16.94

16.98

16.98

16.98

16.96

17.02

15.75
W

17.18

16.7316.88

16.98

17.11

17.13

16.91

16.89

16.89

16.91

16.90

16.88

16.87

15.75
W

16.15
W

EL=16
.66

16.03
W

EL=16
.66

15.82
W

15.82
W

15.85
W

15.93
W

15.99
W

16.06
W

16.43
W

16.97
W

16.51
W

16.55
W

16.08
W

16.34
W

16.74
W

16.81
W

16.85
W

16.10
W

16.88

16.10
W

16.88

17.11

17.27

下

As

Co

Co

Co

下

下

下下

水路

0.536m2

1900
200

1
1
0
0

1
3
0
0

2
0
0

①無筋構造物

鉄筋構造物

無筋構造物 ①　A=0.536m2

3800

2
6
0
0

5500

②鉄筋構造物

鉄筋構造物

無筋構造物

V=1.814m3

t=150 t=200

③鉄筋構造物

鉄筋構造物

無筋構造物

V=3.600m3

6000

3
0
0
0

S=1:50 S=1:100 S=1:100

コンクリート取壊し断面図

防護柵撤去-1

GL

8
0
0

床版A 床版B

1400

2500

床版B

S=1:50

W=150

GL

1500

1
1
0
0

t
=
1
0
0

L=1500

防護柵撤去-2

S=1:50

地覆取壊し

S=1:50

鉄筋構造物

無筋構造物 V=0.023m3



H1000 L=10000H900 L=26000

H=1:100
V=1: 20

自由勾配側溝 B1000 L=67200

DL=15.00

自由勾配側溝 B500

L=2000 1800

1501500150

13001000010000100001000010000100005900
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00
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30
0

1000×1500×H1000
集水桝

16.880 16.910 16.92016.910 16.890 16.890 16.910 16.900
16.880

16.914

16.100 16.080 16.080

15.750

16.051
16.002

15.953
15.904

15.855
15.805

15.756

15.910

i=0.491%

i=1.00%

既設水路 既設水路

工 事 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

令和 ８ 年度

能　　美　　市

H=1:100,V=1:20(A1)

自由勾配側溝展開図

能美市 荒屋町 地内

市道荒屋線

市道荒屋線側溝改良工事

３ ／ ４ 枚の内

路 線 名

自由勾配側溝展開図

16.879

15.927

15.799

塩ビ管φ60

16.66

フリュームB300

16.03

塩ビ管φ120

16.66

塩ビ管φ90

16.91

5300 4700 1300 8700

・施工に際しては現地にて用地境界を確認すること。

・側溝等の小構造物は、現地状況（道路沿道宅地、整備済水路・側溝等）に合わせて施工すること。

・道路には水道、下水道、流域下水道が埋設されているため、施工に際しては埋設状況を確認すること。

　施工前に必ず確認すること。

・沿道宅地からの既設排水管は自由勾配側溝に接続させること。

・起点部のベンチフリュームの接続・処理方法について、発注者及び地元町会と調整すること。

・集水桝の位置、高さ及び開口位置については現地状況に合わせて調整すること。

　なお、接続に際して自由勾配側溝に開口を設ける場合は、ハンチより下側に設けること。

注記

　なお、本図記載の各埋設物の位置については、管理台帳をもとに想定したものであるため、



1
0
0
0

8
3
0

3
6
0

8
3
0

自由勾配側溝工
縦断型

10.0/2.0

1.40×10.0

自由勾配側溝

基礎砕石

種　　別

自由勾配側溝工 B1000型（縦断型）

14.0

5.0

（１０ｍ当り）

数　　量算　　　　　式単　位

２

個

ｍ

摘　　要

1000×800～1000
(縦断型)

RC-40 t=150

1.35×0.15×10.0均しコンクリート 2.03３
ｍ

18-8-25 BB
W/C≦65%

1.00×t×10.0底打コンクリート ３
ｍ

18-8-25 BB
W/C≦65%

10.0-2.0コンクリート蓋版 8.0枚

10.0/5.0グレーチング蓋版 2.0枚

1130×500×180
W=232kg/枚
1120×495×176(130)
W=68kg/枚

0.15×2×10.0型枠 3.0２
ｍ

※　底打コンクリート厚(ｔ)の最小値は、50mmとする。

小 構 造 物 構 造 図
S=1:20

(参考図) 集水桝構造図
1000×1500×H1000

1300

1
8
0

t

H
1
5
0

1
5
0

自由勾配側溝工
B1000型

(18-8-25 BB W/C≦65%)

均しコンクリート

基礎砕石(RC-40）

(18-8-25 BB W/C≦65%)

底打コンクリート

1350

1400

50

別途計上

工 事 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

令和 ８ 年度

能　　美　　市

S=図　示(A1)

小構造物構造図（参考図）

能美市 荒屋町 地内

市道荒屋線

市道荒屋線側溝改良工事

４ ／ ４ 枚の内

路 線 名

10.0/2.0

0.84×10.0

自由勾配側溝

基礎砕石

種　　別

自由勾配側溝工 B500型（縦断型）

8.4

5.0

（１０ｍ当り）

数　　量算　　　　　式単　位

２

個

ｍ

摘　　要

500×800(縦断型)
W=845kg/個

RC-40 t=100

0.74×0.10×10.0均しコンクリート 0.74３
ｍ

18-8-25 BB
W/C≦65%

0.50×t×10.0底打コンクリート ３
ｍ

18-8-25 BB
W/C≦65%

10.0-2.0コンクリート蓋版 8.0枚

10.0/5.0グレーチング蓋版 2.0枚

600×500×125
W=84kg/枚
600×495×125(65)
W=31kg/枚

0.10×2×10.0型枠 2.0２
ｍ

※　底打コンクリート厚(ｔ)の最小値は、50mmとする。

720

1
2
5

t

9
7
5

1
0
0

1
0
0

基礎砕石(RC-40）
740

840

5050

自由勾配側溝工
B500型

(18-8-25 BB W/C≦65%)

均しコンクリート

(18-8-25 BB W/C≦65%)

底打コンクリート

1500
150

1800

1800

1
0
0
0

2
0
0

1
2
0
0

1
5
0

開口1000×1500・車道用

グレーチング蓋版

(18-8-25 BB W/C≦60%)

コンクリート

基礎砕石(RC-40）

1000

6
0
0

8
5

U型フリューム
B1000×H600

基礎砕石(RC-40）

1
0
0

U型フリューム工
B1000×H600

1070100
1270

100

10.0/2.0

1.27×10.0

U型フリューム

基礎砕石

種　　別

U型フリューム工　B1000×H600

12.7

5.0

（１０ｍ当り）

数　　量算　　　　　式単　位

２

個

ｍ

摘　　要

B1000×H600
W=910kg/個

RC-40 t=100

20 1130 20

B4
00
×
H3
50

(既
設
)暗

渠

B500×H800
自由勾配側溝

1500

1800

1
5
0

1
3
0
0

B1000×H800

自由勾配側溝

B
1
0
0
0
×

H
6
0
0

U
型

フ
リ

ュ
ー

ム

▽16.91

▽16.55

▽16.08

B500×H800
自由勾配側溝

1
0
0
0

1000

5
0
0

▽16.08

6
4
0

6
4
0

3
5
0

B400×H350
(既設)暗渠

B1000×H800
自由勾配側溝

H

1030

1130

1230

B1000×H800

B1000×H900

B1000×H1000

呼び名 重量

1720

1810

1910

参考

(kg)

寸法表

別途計上

※　蓋版については、５ｍに１ヶ所グレーチング(車道用)を設置する。

※　蓋版については、５ｍに１ヶ所グレーチング(車道用)を設置する。

・施工に際しては現地にて用地境界を確認すること。

・側溝等の小構造物は、現地状況（道路沿道宅地、整備済水路・側溝等）に合わせて施工すること。

・道路には水道、下水道、流域下水道が埋設されているため、施工に際しては埋設状況を確認すること。

　施工前に必ず確認すること。

　なお、接続に際して自由勾配側溝に開口を設ける場合は、ハンチより下側に設けること。

・起点部のベンチフリュームの接続・処理方法について、発注者及び地元町会と調整すること。

・沿道宅地からの既設排水管は自由勾配側溝に接続させること。

注記

　なお、本図記載の各埋設物の位置については、管理台帳をもとに想定したものであるため、

・集水桝の位置、高さ及び開口位置については現地状況に合わせて調整すること。

・間詰工は現場状況に応じて使用する材料を変更すること。ただし、透水性が高い材料を使用すること。

　なお、施工時に既存水路壁の水抜孔より水の滲出が確認される場合には自由勾配側溝に削孔を設ける

　等の対策を行うこと。

150 150

1
5
0

150

1.30×1.80基礎砕石

種　　別

集水桝　1000×1500×H1000

2.34

（１箇所当り）

数　　量算　　　　　式単　位

２
ｍ

摘　　要

RC-40 t=150

1.30×1.80×1.20-1.00×1.50×1.00コンクリート 1.31３
ｍ

18-8-25 BB
W/C≦60%

開口1000×1500用　2枚割グレーチング蓋版 1.0組

(1.30+1.80+1.00+1.50)×1.20×2型枠 13.44２
ｍ

車道用　普通目

小構造物


